
■昨年１２月議会において議員定数の削減が提案

され、討論ののち賛成多数 （賛成１１、反対３） で

可決。 定数は１５人から１３人に減少しました。

主な賛成理由　

・ 多くの市民から「定数を減らすべき」との声

・近隣市と比較しても１３人が適正

・ ＳＮＳなどで市民の声を直接聞く手段が増加

・ ２０２１年市議選の無投票は議会の魅力低下の

証拠であり、 選挙を通じた議員選出が必要

主な反対理由

・ 定数削減は議会の機能低下を招く

・現行１５人が適正規模との調査結果あり

・多様な声や少数意見が反映されにくくなる

・削減は現職の当選確率を高め、 新人の進出

を妨げる可能性

はじめ議員の 「賛成討論」

■議会改革特別委員会の調査報告には 「議員定

数１５人は決して多くない」とあります。しかし私は、

重要なのは議員数ではなく、 議員活動の質と考え

ます。 いまの市議会は 「行政の監視」 「市民の声

を届ける」 「政策立案」 という議会の機能を十分

に果たせているとは言いづらい状況です。

■定数削減は、 市民の声が届きにくくなるのでは

ないかという懸念はありますが、 私は、 葛城市議

会の活性化や議員個人のレベルアップにつながる

改革だと考えます。

議員定数が１５人から１３人に
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早いもので、市議会議員２期目の任期、最後の年になりました。

葛城市議会では１年毎に役職を選びますが、私は３年連続で「総務

建設常任委員会」委員長を、また新たに「當麻庁舎の危険性排除

に伴う機能再編に関する特別委員会」副委員長を拝命しました。

2025年2月（令和7年） 通算 27第 号

●葛城市議会議員

尺土駅南出口にて



■ワクチン接種による副反応について、 予防接種

法に定める症状があったときに医師などが厚生労

働省に報告する 「副反応疑い報告」。 葛城市では

２０２４年８月時点で１５件の報告がありました。 し

かし、 報告内容の 「転帰 （症状の経過や結果）」

などは、 個人が特定される可能性があるとして開

示されていません。 一方、 たとえば堺市や香芝市

では詳しい情報が公開されています。 「ワクチン

接種の利益とリスクを市民が正しく理解して適切

な判断ができるよう、 転帰のような重要な情報は

積極的に提供してほしい」 と要望しました。

■昨年１０月１２日に 「𠮷村はじめと始める会」 主催の議員報

告会を疋田公民館で開催したところ、 たくさんの方にご参加

いただき、 ありがとうございました。 報告会では、 ９月議会

で審査した令和５年度決算の報告のほか、 尺土駅エレベータ

早期設置を実現させた経緯などについてお話ししました。

■葛城市では、 老朽化した保育所への対応や民間

保育施設の開園などに取り組むなかで、 議会への

報告がおろそかになるという問題が発覚して委員

会で議論となりました。問題の原因について、行政

の現在の認識などについて質しました。

堺市 （左） と葛城市 （右） の 「副反応疑い報告」 の開示状況

　副反応リスクの情報提供を

議員報告会を開催しました

9月議会
一般質問 （９月５日）
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